
社団法人日本農業法人協会

第18回総会＆春季セミナー ご案内

第１８回総会

農業法人交流交歓会

13:30

15:00

など

開会・挨拶・来賓祝辞等

①平成19年度補正予算の承認に関する件

②平成20年度事業計画の承認に関する件

③平成20年度収支予算の承認に関する件

④理事の改選に関する件

閉会

18:00～20:00

議

事

雇用高度化セミナー

（会場：３F「アイリス」）

■やまと凛々アグリネット研修会
■資源環境研究会

トップセミナー

○分科会

○自主的研究会

12:30～15:00（目途）

第1分科会：農地制度・米価に関する意見交換会

第2分科会：農業法人にとってのＣＳＲ（企業の社会的責任）とは？

第3分科会：ＧＡＰとその導入推進について

第4分科会：商談会の活用法、出展のポイント

（農林漁業金融公庫共催）

○最近の農業経営政策をめぐる情勢と課題～農業法人に向けて～
10:40～11:40
農水省経営局経営政策課長 山口 英彰氏

今後、農地制度やコメを巡る環境はどのようになっていくのか？
農業政策の情勢説明や意見交換を行います。午後も分科会の中で
引き続き意見交換を実施！

○農地制度・米に関する意見交換会
9:00～11:00

３
月
６
日(

木
）

３
月
７
日(

金
）

■雇用管理チェックシステムについて
■人材育成マニュアルについて

講師：柴田 明夫氏（丸紅経済研究所　所長）

演題（仮）： 食 料 争 奪　～食料小国日本が買い負けないために～

15:20～
　15:50

総会：平成２０年３月６日（木）

春季セミナー：平成２０年３月７日（金）

会場：
浅草ビューホテル
東京都台東区西浅草3-17-1
TEL:03-3847-1111

わが国では、まだ食べられる食品や食べ残し食品を含めて、
日本全国で１年間に約２０００万トンもの食品廃棄物が出て
いると言われている（国民１人当たりだと１７１kg）。
世界における食料の現状、日本がおかれている立場を
第一人者である柴田氏は

このたび、総会と春のセミナーを下記要領にて開催させていただきます。
具体的なご出欠のお願いにつきましては、後日改めてご案内申し上げます。
皆様のご参加を心よりお待ち申し上げます。

柴田　明夫氏
丸紅経済研究所所長。
1976年東京大学農学部卒業後、丸紅株式会社に入社。
鉄鋼第一本部、調査部を経て、2000年に業務部（丸紅経済研究所）産業調査チーム長。
02年に同研究所主席研究員。03年から同副所長。06年から現職。
経済企画庁「環境・エネルギー・食料問題研究会」委員、
農林水産省「食料・農業・農村政策審議会」臨時委員などを歴任。

経営多角化・高度化シンポジウム

9:00～10:30

（全国担い手総合支援協議会　共催）

経営の多角化に取り組む協会会員の事例発表と
ディスカッションを行います！

全国の会員さんと情報交換・交流が出来る貴重な
場です！自社経営のヒントとなるお話をお持ち帰
り下さい！！

16:00～17:45

○農業経営支援と中小企業支援との連携について
11:40～12:00
農業法人が使える中小企業施策メニューの解説も。


